
競  技  注  意  事  項 
１．規則について 

（1）本大会は２０１９年度日本陸上競技連盟競技規則及び本大会要項・本競技注意事項により実施する。 

 

２．ナンバーカードについて 

（1）当日、競技者インフォメーション（TIC）にて、ナンバーカードとプログラムを配付する。ナンバーカードは、競技を

行う際に着用するユニホームまたは T シャツ等の胸と背に、そのままの大きさで四隅を安全ピンでとめてつける           

こと。ただし、跳躍競技の選手については胸か背のどちらか一方でよい。 

（2）トラック競技出場者には、招集時に腰ナンバー（写真判定のために使用）を貸与する。（リレーは第 4 走者のみ）

右腰やや後ろに取り付ける。競技終了後、フィニッシュライン付近の箱に返却すること。 

 

３．招集について 

（1）選手招集は、トラック競技・フィールド競技ともに、１００ｍスタート地点横で行う。 

（2）招集時刻は、その競技の開始時刻を基準として、下記のように行う（タイムテーブル参照）。 

種目 招集開始時刻 招集完了時刻 

トラック 

予選（１～８組） 

  （９組～） 

３０分前 ２０分前 

１０分前 開始時刻に同じ 

予選のない決勝（タイムレース） ３０分前 ２０分前 

決勝 ２０分前 １０分前 

フィールド 

決勝（走高跳・走幅跳「25名未満」） 

（走幅跳「25名以上」） 

４０分前 

５０分前 

３０分前 

４０分前 

決勝（ｼﾞｬﾍﾞﾘｯｸﾎﾞｰﾙ投「20名未満」） 

  （ｼﾞｬﾍﾞﾘｯｸﾎﾞｰﾙ投「20名以上」） 

３０分前 

４０分前 

２０分前 

３０分前 

（3）代理人による招集は一切認めない。 

（4）リレー競技に出場するチームは、招集完了時刻６０分前までに（タイムテーブル参照）オーダー用紙を競技者係

へ提出すること。［オーダー用紙は招集所（競技者係）にて配付。］オーダー用紙の提出が遅れた場合は受理し

ない。 

また、一度提出したオーダーは、主催者の任命した医務員の判断が無ければ変更を認めない。 

（5）招集に遅れた場合は競技に出場できないので、時刻を厳守すること。 

（6）招集場所へは、競技に出場する服装にナンバーカードをつけて集合すること。 

 

４．競技方法について 

（1）トラック競技のレーン順及びフィールド競技の試技順は、プログラム記載の順とする。 

（2）トラック競技の決勝の組み合わせ及びレーン順は本部にて公正に抽選し決定する。発表は掲示による。 

（3）競技しやすい靴をはくこと。素足での出場は認めない。スパイクシューズは使用することができるが、ピンは 

全種目全天候性走路用９㎜以下を使用すること。 

（4）５０ｍ、６０ｍ、１００ｍ、６０ｍＨ、８０ｍＨ、４×１００ｍＲ第 1走者のスタートはクラウチングスタートでもスタンディ

ングスタートでも構わない。スターティングブロックは男女とも５年生、６年生１００ｍの決勝のみ使用できる。 

使用する場合はセッティングを速やかに行うこと。 

※スタートに関するルールは全国大会に準じる。 

スタートは英語で行う。 

同一人が２回不正スタートした場合は失格とする。 

ただし、競技には参加させ、記録は参考記録とする。 

（5）ハードル競技は以下の規格により行う。 

種目 スタート～第１ハードル 高さ インターバル 台数 最終ハードル～フィニッシュ 

６０ｍＨ １２ｍ ６０ｃｍ ６ｍ ７台 １２ｍ 

８０ｍＨ １３ｍ ７０ｃｍ ７ｍ ９台 １１ｍ 



（6）８００ｍ以外のトラック競技では、競技者の安全のためフィニッシュライン通過後も自分のレーン（曲走路）を走り

他のレーンに入らないよう注意すること。 

（7）８００ｍのスタートは、オープンで行う。 

（8）男女混合４×１００ｍＲは、５・６年男女各２～３名でエントリーを行いそのうちの男女各２名が競技に出場できる。

なお、走順は自由とする。 

（9）リレー競技のメンバー編成は申込時のメンバーで構成する（競技規則第１７０条１０は適用しない）。 

（10）リレー競技における第１、第２、第３走者はテイクオーバーゾーン内でバトンパス完了後も自分のレーンにとど

まり、競技役員の指示により走路外に出ること（危険防止のため）。リレーのマークは各チームで用意し、 

レース後必ず取り外すこと。 

（11）リレーチームはできるだけ同じユニホームを着用のこと。 

（12）男女とも８００ｍ、６０ｍＨ、８０ｍＨ、４×１００ｍＲは決勝のみとし、タイムレースで順位を決定する。男女とも 

１年５０ｍ、２年５０ｍ、３年６０ｍ、４年６０ｍ、５年１００ｍ、６年１００ｍは予選の上位記録８名を決勝進出者と

する。同記録がありレーンが不足するときは、写真判定主任が同記録者の写真を拡大して１/１０００秒で計測

し進出者を決定する。それでも決まらないときは抽選を行う。その際は、場内アナウンスにより呼び出しをする

のでアナウンス後、速やかに本部に来ること。指定された時刻までに来なかった場合はその権利を放棄したも

のとする。 

（13）走高跳のバーの上げ方は以下の通りとする。 

 練習 １ ２ ３ ４ ５ ６  

男子５年、６年 0m90 0m95 1m00 1m05 1m10 1m15 1m20 以後、最後の１人にな

るまで３㎝きざみ 

女子５年、６年 0m90 0m95 1m00 1m05 1m10 1m15 1m20 以後、最後の１人にな

るまで３㎝きざみ 

（14）走高跳の跳び方は「はさみ跳び」とする。マットへの着地は足裏からとし、背・腰からの着地は無効試技とする。 

（15）男女とも５年、６年走高跳の第１位決定のためのバーの上げ下げは２㎝刻みとする。 

（16）走幅跳、ジャベリックボ－ル投は３回の試技で順位を決定する。 

（17）ジャベリックボール投はやり投ピットで行い、投てき角度はやり投と同じとする。助走距離は１５ｍ以内でスパイ 

クを使用してもよい。ジャベリックボール投の試技の際には、ボール本体を持ち、オーバーハンドスローで投げ

ることとする。羽だけを持って投げることは禁止する。 

（18）ジャベリックボール投は、連続３回の試技を行う。 

（19）本競技会で使用する用器具はすべて主催者が用意したものとする。 

 

５．練習について 

練習は第２コーナー出口外の練習場もしくは周回競技時を除きバックストレートが使用できる（ハードル練習は、

タイムテーブル参照）。必ず指導者が監督し、逆走したり走路にとどまることのないよう、安全に注意して行うこと。 

 

６．抗議について 

抗議はチームの公式な代表者から口頭で競技者インフォメーション（TIC）へ該当種目の結果が正式に発表され

た時刻から３０分以内（次のラウンドが行われる競技では１５分以内）に行うこと。 

 

７．表彰について 

（1）第１位から第３位までに入賞した競技者は表彰を行うので、結果発表後直ちにメインスタンド下中央の表彰者待

機所に集合すること。 

（2）第４位～第８位までに入賞した競技者は結果発表３０分後以降に正面スタンド下中央まで賞状を取りに来ること。 

 

８．競技場使用規定（競技場使用上の注意） 

（1）競技場および公園内は、大切にきれいに使用すること。 

（2）グラウンド以外（スタンド・ダッグアウト・大会本部・アスファルト舗装面等）はスパイクシューズの使用を禁止する。 



（3）ゴミは競技場近辺やコンビニ、駅等に捨てずに必ず持ち帰ること。 

 

９．その他 

（1）競技中の事故における怪我については、主催者が応急処置を行うが、責任は負わない。 

（2）貴重品等は各自・各チームにて管理し、盗難・置き引き等に十分注意すること。 

（3）記録証は希望者に１枚３００円で発行するので競技者インフォメーション（TIC）に１５時２０分までに申し出ること。 

（4）届けられた拾得物については、競技者インフォメーション（ＴＩＣ）にて競技会終了時まで保管し、以降は大井スポ

ーツセンター管理事務所で管理する。 

（5）更衣室には私物を置かないこと。また、選手の待機場所として使用しないこと。 

（6）競技運営システムに支障をきたすことがあるので、競技場内及びその周辺でゲーム機の使用は控えること。 

（7）大会運営、競技に関する不明な点は競技者インフォメーション（ＴＩＣ）へ問い合わせること。 

（8）競技場周辺は、工事個所があるので十分注意すること。 

 

※お願い 

ご来場の際は、なるべく公共交通機関をご利用ください。   

自動車でご来場の場合、大会当日、公園の駐車場は大変混雑いたします。 

近隣の大型商業施設ヴィラ大井などの駐車場をご利用ください。 

 

 

競技会コード １９ １３ ０９５５    

                                                競技場コード     １３３０８０   

 

 

プログラムに記載ミス（氏名、フリガナ、学年、所属）等があった場合は９時００分（遅くとも出場する競技の 

１時間前）までに競技者インフォメーション（TIC）へ申し出ること。 

 


